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研究成果の概要（和文）：腰椎のModic変化は腰痛の原因とされている椎間板変性や髄核変位を除外しても、タ
イプⅠのModic変化が腰痛と有意かつ独立して関連していることを明らかにした。さらに、腰痛のVASスコアは、
タイプⅠのModic変化のある被検者がModic変化のない被検者よりも高く、タイプⅠのModic変化がより重度の腰
痛と関連していることを示した。タイプⅠのModic変化は、椎間板の変性や髄核変位とは別に腰痛に影響するた
め、独立した腰痛の因子になり得ることや、他のタイプよりも炎症性の疼痛に関与することを研究成果として国
際雑誌に掲載した。

研究成果の概要（英文）：We revealed that the Modic change of the lumbar spine was significantly and 
independently associated with the low back pain after adhustment for the disc degeneration and the 
nucleus pulposus displacement, which are the causes of the low back pain. In addition, the VAS score
 for low back pain was higher in subjects with Type I Modic changes than in subjects without Modic 
changes. Therefore, this results indicated that Type I Modic changes were associated with more 
severe low back pain. 
It was published in an international journal as a research result that it can be a factor of 
inflammatory pain and that it is more involved in inflammatory pain than other types.

研究分野：慢性腰痛症　

キーワード： 慢性腰痛　椎間板変性　終板変化　一般住民コホート研究

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
慢性腰痛は本邦での罹患疾病の上位である。慢性腰痛による社会的損失は大きいが、明らかな腰痛を引き起こす
原因は不明である。本研究の成果として、椎間板周囲の終板変化（Modic変化)は腰痛の原因とされて他因子を除
いても、強い腰痛との相関がみられたため腰痛の原因の一つであることが大規模一般住民コホート研究において
証明されたと考える。この結果は社会的に大変意義のある研究であると考えており、引き続き継続していきたい
と思います。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
腰痛は厚生労働省の国民基礎調査によると本邦で第 1 位の愁訴であり国民病とも言える。しか
しながら, 約 8割の腰痛は原因が解明されておらず非特異的腰痛に分類されている。そのため非
特異的腰痛の原因解明が問題であるが, 現在までの報告として身体的負荷が大きい重労働, 心
理社会的因子, 喫煙もしくは肥満などが腰痛と関係していると言われているが、エビデンスレベ
ルの高い報告は少ない。 
 
その非特異的腰痛の一因として椎間板、椎体終板組織、椎間関節および傍脊柱筋などの変化が挙
げられる。しかし、これらの組織の変化は加齢によるものが多く、無症候性の場合も多い。特に
椎間板変性, 椎体終板の信号変化またはシュモール結節は MRI 撮像が一般化されてから腰痛と
の関係が取り立たされているが、本当にそれらが影響しているかは今のところ不明である。これ
らの関係を解明する一つの方法として, 大規模一般住民を対象とした疫学コホート研究が有用
である。疫学研究は要因と疾病発生の関連を調べる観察的研究で, 大規模一般住民を対象とする
ことにより地域代表性を持ち, 共通の尺度を使い追跡調査を行うことにより腰痛の危険因子を
より詳細に解明することが当初の背景である。 
 
２．研究の目的 
椎間板は脊椎の可動性・安定性に重要な役割を果たす臓器であり、椎間板変性と腰痛との関連が
示唆されている。また近年、椎間板変性を起点として脊椎加齢性変化は始まり、変形性脊椎症や
脊柱管狭窄症などの脊椎変性疾患に至り、四肢のしびれや痛みなど種々の症状を惹起すること
(Boo et al. Spine 2002)が報告されている。椎間板変性の段階で脊椎加齢性変化が進行する危
険性の高い集団を抽出して進行を予防することが出来れば、健康増進に大きな役割を果たすも
のと考えられるが、過去の報告においては解析対象となる集団に偏りが存在するため、結果が一
般化されるには至っていない。 
また椎間板変性を含め脊椎変性疾患は MRI による診断に頼ることが多い、しかしながら現在ま
でレントゲンを用いた研究が多く、全脊柱 MRI を用いた研究は少ないことが問題となっている。
従来の椎間板変性および変性脊椎疾患に関する疫学研究において、一時点の横断研究にてレン
トゲンを用いた調査が多く、全脊椎を非常に多くの情報を得ることが出来る MRI を用いた 10 年
間の追跡評価した報告は存在しない。そのため下記に示すように 1000 名を超える一般住民を対
象に全脊柱 MRI かつ多様な検査を用いた 10年目の追跡調査を行なうことによって脊椎変性疾患
に関する新たなデータを得ることができ、高いエビデンスを構築し将来の国民の健康寿命（健康
上の問題がない状態で日常生活を送れる期間）を増進させ、医療費の抑制に貢献することが出来
る。 
 
本研究の目的は、 
(1) 腰椎終板Modic変化は腰痛と関連するといった報告は散見されるが、いずれも疫学調査で 
は横断研究であり、大規模住民コホートを用いたModicの経時的な変化は不明である。今回、     
大規模住民コホートで 4年間追跡し、Modic typeの変化を検討した。 
 
(2) 脊椎退行性疾患と腰痛および頸部痛の関連、そして椎間板変性や終板変化などの MRI 変化 
との関連を調べるために MRI の画像変化（Phenotype）の新たな分類を作成し、腰痛と頚部痛 
との関連を統計解析を行うことが目的である。 

 
 
3. 研究の方法 
(1) 2012 年と 2016 年に和歌山県 T町で実施した脊椎 MRI 検診に両方とも参加した住民 532 名 
（男性 155 名、女性 379 名、201 年調査時平均年齢 67.2±11.5 歳；追跡率 65.2%）を対象と 
した。L1/2 から L5/S1 までの 5椎間において Modic type 1(T1W;高信号,T2W 低信号),type 2  
(T1W;高信号, T2W;高信号), type3(T1W;低信号,T2W;低信号)で 4年間での変化について検討 
した。各椎間での type の変化率を解析した。 
 
(2) 第 2 次 WSS 調査の 952 名の参加者のうち、814 名（男性 246 名、女性 568 名、平均年齢 63.6 
歳）がこの研究に含まれた。 MRI の終板の変化は、新たに作成した Modic 分類に従ってタ 
イプ分けを施行した。 腰痛は、過去 1か月の少なくとも 48 時間の継続的な腰痛として定義 
した。 まず腰椎における Modic 変化の有病率を評価した。 多変量ロジスティック回帰分析 
を実施して、新規 Modic の変化のタイプと LBP との関連を検討した。 
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４．研究成果 
 
(1) 腰椎全体の Modic 変化は、ベースライン時にすべての被験者の 61.2％（n = 412）で認め 
た。 その中で、腰椎全体のタイプⅠ、Ⅱ、およびⅢは、それぞれ 18.6％（n = 125）、39.8 
（n = 268）、および 2.8％（n = 19）であった。 腰椎全体の Modic 変化は、ベースライン 
にすべての被験者の 62.7％（n = 419）で認めた。 その中で、腰椎全体のタイプⅠ、 
Ⅱ、およびⅢは、それぞれ 7.7％（n = 52）、50.5％（n = 340）、および 4.0％（n = 27）で 
観察された。合計で、3,365 個の終板が分析に含まれ、 ベースラインでは 
腰椎全体のタイプ I、II、および III の Modic 変化が、それぞれ 83 例（2.4％）、375 例（11.1％）、
および 7例（2.3％）の対象者で認めた。 フォローアップ時に、腰椎全体のタイプ I、II、およ
び III の Modic 変化が、それぞれ 58 例（1.7％）、736 例（21.7％）、および 108 例（3.2％）の
対象者で認めた。 
腰椎全体での Modic 変化の発生率は全体で 37.0％であり、追跡調査では男性で 41.7％、女性で
35.6％でした。 腰椎全体で 3 年間にわたる Modic 変化の進行率は、全体で 6.8％、男性と女性
でそれぞれ4.9％と7.5％で観察されました。 腰椎全体のModic変化の退行率は、全体で0.3％、
男性と女性でそれぞれ 0.5％と 0.2％で観察されました。（図１）（Tamai H, Teraguchi M, A 
Prospective, Three-Year Longitudinal Study of Modic changes of the Lumbar Spine in a 
Population-Based Cohort: the Wakayama Spine Study. SPINE 2022）。 
 
(2) まず腰椎の Modic 変化は腰痛の原因とされている椎間板変性や髄核変位を除外しても、タ
イプⅠの Modic 変化が腰痛と有意かつ独立して関連していることを明らかにした。さらに、腰痛
の VAS スコアは、タイプⅠの Modic 変化のある被検者が Modic 変化のない被検者よりも高く、
タイプⅠの Modic 変化がより重度の腰痛と関連していることを示した(Mera Y, Teraguchi 
M,Association between types of Modic changes in the lumbar region and low back pain in 
a large cohort: The Wakayama Spine Study. European Spine Journal 2021)。タイプⅠの
Modic 変化は、椎間板の変性や髄核変位とは別に腰痛に影響するため、独立した腰痛の因子にな
り得ることや、他のタイプよりも炎症性の疼痛に関与することが示唆された。これは、他のタイ
プの Modic 変化が腰痛と関連していないにもかかわらず、タイプⅠは活発な終板の炎症と痛み
の発生を示し、独自の病理学的経過を表している可能性がある。したがって、Modic 変化は、よ
り正確な診断と新しい治療方法に役立つ可能性があることを本論文では証明した。 
    
さらに、腰椎のさまざまなタイプの Modic 変化と腰痛との関連は不明なままであったが、 
本研究のコホートにおいて、腰椎の Modic 変化の有病率と腰痛との関連を明らかにするために、
新たに Modic 変化の画像分類を作成し（図２）、814 人の対象者において Modic タイプ Iと I/II
（モザイク型）が最も多く観察された。 タイプ Iおよび I/II も腰痛の存在と有意に関連してい
ることが判明したが、 Modic タイプ I/II は、タイプ I よりも腰痛強度との強い関連性を示し
た。（Teraguchi M, et al. Extensive Subphenotyping of Lumbar Modic Changes and their 
Association with Low Back Pain in a Large Population-Based Cohort: the Wakayama Spine 
Study. Pain and Therapy 2022） 
 
以上の結果を国内外の学会で報告し、最終的には査読のある国際雑誌に掲載された。 
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図１、腰椎Ｍｏｄｉｃ変化における 3年間での変化 
 
 

 
図２ 新たなＭｏｄｉｃ変化の分類 
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